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令和元年度第 1回景観行政と関連施策との連携に関する特別部会 議事録 

2020.1.15   

１ 開会 

○中原主幹 ただいまから、「令和元年度第１回景観行政と関連施策との連携に関する特別

部会」を開催いたします。新年早々、お忙しい中お集まりいただき、どうもありがとうござ

います。私、進行役を務めさせていただきます、北海道建設部まちづくり局都市計画課の中

原でございます。よろしくお願いいたします。 

初めに本日は、特別部会総数７名中７名の部会の出席となっております。北海道景観条例

第 35 条第２項の規定による開催要件を満たしていることを報告させていただきます。それ

では、開催にあたりまして、北海道建設部まちづくり局、角原都市計画課長より一言ご挨拶

申し上げます。 

○角原都市計画課長 都市計画課長の角原でございます。「令和元年度第 1 回景観行政と関

係施策との連携に関する特別部会」の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。本日は、お

忙しい中、お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

この度の特別部会は、昨年 10 月に開催しました、第 47 回北海道景観審議会におきまし

て、関係部局の施策との連携に関する取組方法等を調査及び検討を行うために設置した部会

ででございまして、初の開催となります。前審議会にご報告いたしました「景観形成と関連

施策との連携」につきまして、その後の推進状況などを事務局よりご報告を申し上げますの

で、部会員の皆様におかれましては、関連施策との連携を推進していくために、忌憚のない

ご意見を賜りますよう、お願い申し上げまして、開会にあたっての挨拶とさせていただきま

す。 

本日はどうぞよろしくお願いします。 

○中原主幹 次に、本日の日程でございますが、お手元の会議次第に沿いまして、議事を進

めていただきます。17 時を目処に終了したいと考えております。ご協力をお願いいたしま

す。 

それでは、お手元に配付しております、資料の確認をさせていただきます。次第、名簿、

資料 1から５となっております。不足等がございましたら、事務局にお申し出ください。 

それでは、これから議事進行につきましては、小篠部会長にお願いしたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 

 

２ 議事 

（１）景観形成と関連施策との連携に係る推進状況について 

○小篠部会長 小篠でございます。ちょっと遅くなりましたけれど、あけましておめでとう
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ございます。本年もよろしくお願いいたします。 

今日はですね、皆様方ご承知のとおりに、特別部会という部会を作りまして、その第１回

目の会合という形になりますが、特別部会は何をやるのかっていうこと、ご存知かと思いま

す。景観形成ビジョン改訂した時に、いわゆる、景観に関する様々な活動を、北海道の中で

どういうふうに浸透させていくのかっていうところが、前ビジョンの反省であり、なかなか

そこがあるところで頭打ちになってしまっているような状態が、すごく見られたのです。そ

れを、何とか打破しようということで、先ずは北海道庁の中でどういう政策をそれぞれ各課

が持っていて、それがどんなものなのかということを一旦把握した上で、景観というキーワ

ードで串刺しできるような、そういったものがあるかというような形をですね、事務局にか

なりご苦労願いながら、調査をしております。前回の審議会でも、その内容についての途中

経過を報告されたわけですけれども、そこでお感じになられたかと思いますが、かなり内容

が幅広で深いと言う状況になってます。審議会を開催する毎に、その進捗状況の進行管理み

たいなものをご報告受ければ良いという訳では、ちょっと片手落ちでして、審議会のメンバ

ーの方々から選ばさせていただいた、今日お集まりの皆さんで、その内容をどういうふうに

進めていったらいいかというような、審議会ではなかなかできないような議論を部会という

形にして揉んでいきたいというのが、大きな主旨でございます。 

そのような形で、今日も１個１個の施策をですね、それぞれ、その後、進捗をしておりま

す。その中で、それを報告していただきながら、今後どういうふうに進めていくべきなのか

とか、もうちょっと、こういう方向がありえるんではないだろうかとか、この辺はどうなっ

ているんだろうかとかですね。そういうことも含めながら、皆様方から忌憚のないご意見を

いただきたいというふうに考えております。２時間という短い時間ではございますけれども、

そのような形で進めさせていただきたいと思います。 

それではですね、議事に入らさせていただきますので、報道機関の方々の撮影と録音につ

いては、これ以降はご遠慮していただきたいというふうに思います。 

議事を１つなんですけれど、内容は非常に深いんですが、次第にも書いておりますけれど

も、「景観形成と関連施策との連携に関わる推進状況について」ということで、事務局から

ご説明をよろしくお願いいたします。 

○後藤主査 景観を担当してます後藤です。よろしくお願いいたします。座って説明させて

いただきます。 

先に資料の構成について、ご説明いたします。 

資料１、こちらの資料、これに沿って、ご説明を進めていきます。 

資料２、こちらにつきましては、前回の審議会でもご報告させていただいています資料で

あり、資料３も同じものです。連携を進めていく事業、10 事業を抜粋した形で作成しており
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ます。前回の審議会の内容と異なります点が、「審議会からの意見等（計画時）」、こちらの

項目につきまして、前回の審議会の中でご意見をいただいた部分を追記。あと、「実施結果

等」につきましては、まだ３月までの作業がありますが、今現状の状況を記載させていただ

いております。こちらにつきましては、今日の部会と今後の取り組み等により、記載が変更

していき、今年度末の結果を記載いたします。最後の 6 番目、「審議会からの意見等（年度

末）」は、最終意見等を記載し、今年度に実施した事業を整理することとなります。 

続きまして、資料４、こちらの方につきましては、後ほどご説明いたしますが、農村ツー

リズム事業との連携にて、私が情報提供ということで５分から 10 分程度、景観について説

明した時の資料となっております。 

続きまして、資料５、こちらの方につきましては、情報発信に関してご説明する際に使用

する資料となっており、お配りした５つの資料の構成となっております。 

それでは、資料１の資料、こちらに沿ってご説明させていただきます。この度、設置しま

した「特別部会」の位置付けと、本日の 1 月 15 日までの会議等を行ってきた経過について

まとめた資料になっております。 

続きまして、前審議会までの状況について、審議会にてご説明させていただいた連携の分

類で、１から５の分類となっております。「１ 会議又はセミナー等」、「２ 道職員向けの

研修会等」、「３ 情報発信等」、「４ ガイドライン等の策定及び見直し」、「５ その他」と

で、この５項目に基づき、連携に係る情報を収集しております。 

今年度の取り組む 10 事業につきましては、こちらの整理番号「10-1」から「56－1」で、

連携の分類に分けて、後ほどご説明させていただきます。 

次に、今年度の取組に関するご意見ということで、昨年の 10 月 30 日に開催いたしました

審議会にて、委員の皆様からいただいたご意見を各事業毎に、最後の「総括」ではまとめた

際の意見を記載しております。 

本題に入ります。パワーポイントの７ページの「２ 取り組み状況について」です。 

最初に「（１）会議又はセミナー等」をご報告させていただきます。 

「① 海岸漂着物対策推進協議会 守ろう美しい北海道！海ごみ・ポイ捨て防止大会」と

いうことで、こちらは環境生活部の事業であり、こちらの協議会と大会についてご説明させ

ていただきます。こちらの事業の協議会は、昨年の７月 29 日に開催しており、構成は国や

ＮＰＯなどが参加しております。会議の目的としましては、北海道の海岸における良好な景

観と環境を保全するために、関係者が連携して海岸漂着物等の円滑な処理と発生抑制を図る

ことを目的としております。こちらの会議は、調整に入る前に開催が終わっていましたので、

開催状況のご報告いたします。 

「守る美しい北海道！海ごみ・ポイ捨て防止大会」、こちらにつきましては、昨日の１月
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14 日に開催されております。こちらの方の資料等の確認はできていないため、事前に周知

されていた情報等のご報告させていただきます。 

その事業の内容につきまして、ご報告いたします。協議会につきましては、議題「海岸漂

着付着物に係る情報提供」と「漂流ごみの処理体制の構築について」を協議しております。 

次の防止大会では、表彰とシンポジウムが行われており、今年のテーマは「海ごみを減ら

すため、今、私たちができること」をテーマに、コーディネーターや事例報告者により、パ

ネルディスカッションが行われており、次の９ページに記載していますが、平成 30 年度が

「海を守るために、今、私たちができること」、29 年は「海ごみについて考える」など、毎

年テーマを持って、取り組まれてきていると確認しております。これらは、国や全国の動き

等を確認しながらテーマを設定し、それに基づき取組を行っています。 

これらの会議等の資料を確認しながら、令和２年度に向けて連携内容の検討していく予定

ですが、皆様のご意見等をお伺いしたく、よろしくお願いいたします。 

○小篠部会長 はい。ということで、10 個の事業を１個 1 個区切って、こうやってやって

こうかなっていうふうに思ってるんです。 

これは、昨日、防止大会という大会があってっていうところで、このような方々がパネル

ディスカッションをやったり、シンポジウムみたいな形でやったりとかっていうような形で、

今までも、これやられていた事業なんですよね。その中で、いろいろ精査する中で、連携の

可能性っていうものが、どうもあるんではないだろうかというようなところなのです。まだ、

その資料の内容が整理できていない状態もありまして、その整理をしていただきながら、連

携できる状態を少し探っていこうというようなところで、次年度に向けて、そういう体制で

行きたいということを考えているというところだと思うのですが、何かご意見とかございま

すかね。 

○長谷山部会員 質問なんですけれど、シンポジウムを１月 14 日にやられたということな

んですけれども、これは、どこでどのぐらいの人数で、対象はどのような形なのか、わかれ

ばで構わないんですけれども、教えていただけないでしょうか。 

○後藤主査 こちらは、市町村、関係するＮＰＯとか、広く周知され、集まっている大会と

なっています。こういった部分の、実際どのくらいの規模なのか把握もあるものですから、

それらの情報などを、今年度に実施されたベースに検討していこうと考えております。 

○長谷山部会員 ありがとうございます。なぜ聞いたかっていうこともあったんですけれど

も、きっと景観とこれとここの連携と、地道な取組かなと思ってるんですが、でも、せっか

く多くの方がいらっしゃって、道民の方も含めて、いろんな部署の方もいらっしゃってるん

であれば、このときでも概要版、景観の作られましたよね。なので例えば、そのときに、お

配りをするだとか、もうされているかもしれませんけれど、そんな形の中で、その景観って
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いうところを、まず知っていただくところから、こう入ってもいいのかなと思ったもんです

から。余りにもニーズが多いと大変かなと思ってるんですが、規模が適正であればそのよう

な形とて思ったので。 

○後藤主査 考えていますのは、相手方の事業は、海岸の保全、漂着物のごみとか、海岸景

観を阻害するもの、それらを除却する回収する事業も、こちらの方の部署が行っており、実

際、その市町村、ＮＰＯとか、そういったところに国からの補助を受けて実施することがで

きます。そういった意識づけを、少しでも上げていくために、このような大会とか、協議会

等が開催されていると考え、景観としましても、後ほど情報発信の部分にてご説明するので

すが、海岸景観が保全されていくというような繋がりをつくることで、そういった部分の連

携が組めればとは考えているのです。 

この大会等に参加していくのかどうかっていう、情報発信だけでいくのかどうかっていう

のも検討しながら、整理していきたいと考えているところです。 

○小篠部会長 これ今日の、かなり主流の根本の議論になると思うんですけれど、景観審議

会として、どういうふうに、他部局のですね、施策を支援するか、関わるかというようなと

ころの、さじ加減がですね。それぞれの事業で、いろいろな進捗もあるし、経緯もあるしっ

ていうところがありますから、少し、まだ半年、ほぼ半年ぐらいですかね。今、少しピック

アップして、情報を探ったっていうところですから、その中で、令和２年度で具体的に何を、

どういうふうに関わることができるかっていうところの足がかりをつけたいと。 

今、長谷山委員が言われるような形で、ビジョンの概要版みたいなのを配って、その計画

に対しての意識づけみたいなものを、こういう大会に参加していただいてる方々に、周知し

ていく。これは、今までそういう事業、そういう行為ってあんまりやってなかったと思うの

で、その辺をやっていく必要っていうのがあるかなと思うのが、もう一つですね。 

なんでっていう話でもないのですが、海岸における景観についてというところの意識づけ

をやっぱり高めておく必要がありそうなのは、前の審議会でもちょっと話出ましたけれども、

風力発電の問題っていうのが、そのうち、すぐ出て参ります。そういった中でですね、ゴミ

とは関係ないんですけれど、景観というふうに見た場合には、そこに関係している方々への

意識づけをしておくっていうことが、割と重要なアプローチかなと思っておりますので、こ

こに重点施策という形でピックアップしているという意義もあるというところだと思いま

すね。どうでしょうか。 

○愛甲部会員 実施結果っていうところに書いてあることは、どの時点で、誰が書き込むの

でしょうか。 

○後藤主査 まだ、年度途中なものですから、この後にもご説明しますが、３月に連携する

ものもありますが、今後も変更しない部分もあります。 
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まだ、途中経過なので、当課で書き換えていくこととなります。 

○愛甲部会員 ここを書くのは、都市計画課の方で書かれるんですね。それで、ちょっと今

少し先走って他のところも見ていくと、連携内容も書いてあるところがあったり、実施結果

が、既にこれ多分早い時期に終わったものは、かなり詳しく書いてあって、景観に関するこ

とが意見があったとか、なかったとかっていうのを書いてあるんで、こういう項目が、いず

れ、ここにも入ってくるっていうことでいいですかね。だから、それが見えてくるとそれぞ

れの事業と、こっちの景観でやってることがどういう関係で、逆に、じゃあ次年度はもうち

ょっとこんなことやったらいいんじゃないかっていうことも、言えるようになってくるって

いう、そういうことですよね。 

〇後藤主査 はい。 

〇愛甲部会員 そうやって考えると、これを検討する、１個１個の結果を見て、評価したり、

検討していく時期の適切な時期はいつなんだろうって、逆にちょっと思っておりましたが。 

○後藤主査 今年度、取組を始めたのが 10 月からということで、期間がありそうでなく、

後ほど農村ツーリズムにて連携したご報告をさせていただくのですが、なかなか資料づくり

から始めるのに、どういうような見せ方をしようかとか、事業の内容を見ながら検討してい

ます。そういう部分に時間に要している状況であり、少しずつ形にし、時点修正し、ある程

度基盤的なものができてくると、進捗が早くなると思うのですが、なかなか進められていな

い状況です。 

パワー・ポイントの資料は、要約して事業の内容を説明するために作成し、公表させてい

ただく資料につきましては、こちらの資料３の方ですね。施策と事業。各項目について、こ

ういうようなことを取り組み、そして、「実施結果等」、「審議会からの意見等」で記載して

いますが、最終的には年度末までに整理し、最後に審議会の意見をいただいき、年度ごとに

それを整理していくこととなります。 

これに１月からラップしてくのですが、次年度の事業の情報収集しながら、その中で、新

たな事業が出てきたり、逆に終了したりという動きもありますので、そういった部分の調整

を図りながら、新年度分の調整していくこととなり、毎年繰り返していくような流れになり

ます。 

今年度につきましては、やはり期間が少なく、こういう進め方をしたいっていうご相談す

るのにも、時間がなかったものですから、慌ただしい状況にはなっていますが、基本的には

皆様にご相談をしながら、進めていきたいと考えております。 

○小篠会長 あのですね、パワーポイントのこの資料の１ページ目の裏で、番号で言うと、

３枚目っていうか３面ですね。「前審議会までの状況について」と書いてあるとこあります

よね。これの「連携の分類」っていうのが「（１）」から「（５）」まであります。今、説明始
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めたところというのは、「会議又はセミナー等」というところに属していいます。まず、こ

ういう会議が行われてる或いはセミナーみたいなものが行われてるものに、ちょっと参画し

たり、そこから情報とって、それぞれの活動がどういう活動なのかっというのを、まず把握

しようっていうレベルで、これは進んでいるので、特に、今ご報告になった海岸漂着物の対

策推進協議会ってやつは、そのレベルなんですね。まだね。そういう情報を取った上で、ど

ういう連携の方法が、次の例えば、情報発信に行ったり、ガイドラインを策定するだとかっ

て、ほとんど高いところにレベルが上がって行けるかどうかっていうのは、まずは内容を見

ないとできないねっていうところが、①などで、「実施結果等」のところは、そういう意味

で非常に薄くなっちゃってるというところもあろうかと思いますね。後ろに行くと、また違

うやつ、違うレベルのやつが出てきますんで、ちょっとそんな見方で見ていただくと、理解

しやすいかなというふうに思います。 

○工藤部会員 先程、ご意見があったように、このシンポジウムですとか、防止大会で、ガ

イドブックの概要版を配付っというのも、それは、こちらの部局の方々が、景観に関心を持

っていただくためということで必要だと思うんですけれども、反対に、今、景観について関

心を持って活動している方達の目を、海岸に向けるっという意味では、こういう大会があり

ますよっというようなお知らせを、例えば景観団体とか、町内会の、そのすごく盛んにやっ

ているところに向けて、パンフレットなり何なりをちょっと送ってみるとか、こちら側から、

海岸に目を向ける取組というか、そういうことも、１つやってみてもいいかなという気はし

ます。 

○後藤主査 ありがとうございます。貴重なご意見をいただきました。 

後ほど情報発信の部分にて、ご説明させていただきたいと思います。 

○小篠部会長 はい。じゃあ一旦、次の事業に移らさせていただいてもよろしいでしょうか。

だんだんエンジンかかってくると思うんですよね。だんだん何をしゃべってんのか、どうい

う説明をしているのか、だんだんわかってくると思います。はい。よろしくお願いいたしま

す。 

○後藤主査 「② 農たび・北海道ネットワーク研修会」。こちらは農政部の事業でありま

して、農村ツーリズム、農泊関連であり、実際、それを実践している方、関係機関・団体等

が参加しております。先月の 12 月 3 日に開催されまして、私が５分から 10 分、情報提供を

させていただきました。 

その事業内容につきましては、基調講演、「北海道における農泊取組の可能性と課題につ

いて」で講演内容は記載しているとおりです。次にパネルディスカッション、「農泊の取組

等について」ということで、パネリストが３名とコーディネーターの方とですね。「農泊の

取組等について」でパネルディスカッションがあり、次に意見交換会で、「どんな“農たび”
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してみたい？地域のコンテンツを磨こう！」ということで、札幌大谷大学さんの方が協力し

ており、生徒達による「地域の魅力を元気にするアイディア」のプレゼンテーションという

ことで、11 種類の提案等をしながら、どうやって盛り上げていこうか、どうやって情報発信

していこうかという取組を、セミナー形式という形で、出席された方々と一緒に学んでいく

というような形で、取り組まれておりました。 

あと情報提供ということで、こちらは経済部の方が民泊に関して、私は景観についての報

告をさせていただいております。連携内容につきましては、資料４、こちらの方の資料でご

報告をさせていただいています。以前、審議会の中で、景観への気づきをどうやって、農村

の方とか、漁村の方とか、そういった方々に気づかせていくのかというようなご提案とかい

ただいており、まず「景観とは」をご説明をしました。農山漁村の景観ということで、それ

ぞれ景観の中では四季や時間帯、あと伝統的文化とか歴史、文化財関係、そういったものと

か、自然的な景観とか、構造物とか、そういったものが関わりながら形成されているのです。

そして、景観に関する写真等で、こういうようなすばらしい景観が、いっぱい北海道の中に

ありますと写真により事例的なものをお見せしております。実際、良好な景観形成について

ということで、日常ありふれた景色、見慣れた景色、そこから地域らしさに気づき、実際そ

れを守って、整えていかなければならないと。最後のページですが、その景観についてどう

やって活用して、地域の活性化に繋げていくのかをお話をさせていただきました。実際、こ

のような形で資料です。配布した資料は、白黒の両面の１枚ですが、パワー・ポイントでカ

ラーでご説明しています。 

私が研修会に参加したのは、意見交換会からですが、「情報発信の仕方がわからない。」と

か、「どうやったら」、「誰に言えばいいんだろう。」というような話もされていまして、直の

声を聞き、もう少し具体的な取組方法、こういうふうにやって景観をこういうふうにすると

いいよとか、こういうものを誰かに相談したりとかすると良いですというような具体的な事

例をもう少し盛り込んだ形で、ご説明ができるような資料にしていきたいと。そうすること

で、もう少し相手方の理解を得られるには、漠然としたものでなく、具体的にこういうふう

にすると良いというものを示せるよう、次の開催があれば情報提供していきたいと考えてお

ります。取り組んだ結果と、次回に向けての検討しております。 

○小篠部会長 はい。ということなんですね。これは、もう少し深く話題提供もしたという

ところが少し入ってるんですが、もし、景観の話をしなかったら、非常にアグリツーリズム

とか、グリーンツーリズムの、いわゆるツーリズムという、表面的な捉え方の話に、ちょっ

と他を批判するわけにいかないのですが、ちょっとそういう嫌いが出てそうな感じも、内容

とか見るとあったので、そもそも、自分達が持っている地域資源だとか、それからもう少し

地域、農漁村というのを対象になってますから、広域で見たときの景観の大事さだとか、私
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達がその景観ビジョンで言っている話というのを、もう少しこう理解していただきながら、

彼らが、ツーリズムをうまくやっていくためのベースをどうやって作っていくのかというよ

うなところにも、一生懸命になっていただければ、関心を持っていただければというような

ところに繋がっていけばいいのかなと。それをやるためには、ちょっと理念的な話ばっかり

しても、ちょっとあれなので、少し具体的な事例みたいなものを、見せられれば。次回です

ね、次回以降やっていくのがいいのかなというようなところに、今回やってみてそう思った

というところもですね。 

ご説明があったところなんですが、これについてはどうでしょうか。 

○長谷山委員 ちょっと質問で。先程、後藤さんの方からお話がありましたが、実際行った

ことによって、どんなニーズがあったのか、そういうことがよくわかることが良かったとい

うお話だったので、良いことだなと思いました。それに対して、取組をされることが重要だ

と思います。 

一方で、こういう会議でやる場合とやらない場合があると思うんですが、参加者に対して

アンケートみたいなことをやってないのかなと思うんですよね。それも行政として、やる場

合とやらない場合はあるんですが、もしやっているのであれば、例えば「景観と言えば、こ

ういう話を聞きたい」とか、例えば「民泊の話ですと、こういうふうに聞きたい」とかとい

うことがもしあれば、実はそういうふうなことを統計的になって、わかるようになるなと。

やっているものと、やっていないものがあると思うので、もしやってなければ、やりません

かみたいなことをお願いをすると、逆に、そういうニーズみたいなこと、こういうことを聞

きたいんだということが入ってくるんじゃないかなというか、アイディアの話ですけれども、

そういうことでございます。 

○後藤主査 アンケートは行っていました。構成的にかなり広い分野、振興局も参加してお

りますし、農協の方とか観光機構とか、かなり広く参加されております。特に農泊関連がメ

インになっていて、「実施結果等」に記載してるのですが、パネリストから「地域の景観、

地域の暮らしの価値や景観の魅力を地域に暮らす自分達が見出せていない。」と、景観の良

さについての意見がありました。この方は、道外から来られた方で、「もっと景観の良さを

知るべき、知って欲しい」と、そういうようなＰＲをされてたらしいのです。やはり、今、

住んでいる道民の方々も、その見慣れた景色になってしまっていて、そこの価値というのが、

見出せないというか、馴染んでしまっている状況というのが、資料等を見ながら思いました。

少しでもそういった部分を発信していくために、フィードバックというか、アンケートの中

に盛り込んでいただくよう、どこまでできるか、相手方との協議となるかと。そういった部

分の連携も含めて、検討していきたいと思います。 

○小篠部会長 はい。ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。 
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これは年に 1回ぐらいやるやつなんですかね。 

〇後藤主査 はい、そうですね。 

〇渡部部会員 ちょっとイメージ的なものですけれども、この綺麗な景色の写真とか見てる

と、本当に遠景のものばかりなのですが、「景観」って遠景だけじゃなくて、中景とか近景

とか、あと建物とか物とかそのようなものも、「景観」になると思うので、イメージ的には、

そういう近しいものとかも、わかるように入れたほうがいいのではないと気がしました。 

〇後藤主査 こちらは、当課で情報発信している景観カレンダーの写真で、市町村から提供

いただいているものを使っています。写真等については、著作権の関係があるため、影響が

ない写真ということで、限られた写真の中でインパクトがある写真を抜粋して使用していま

す。今後、何か良い写真等があれば、そういう写真も使いながら説明ができればと思います。 

○小篠部会長 その暮らしの中での景観の魅力とか、価値と言っているものが、今、渡部さ

んのお話のとおり、スケールの違いの、いわゆるこの写真のように見せられている遠景の、

広域の風景というものだけではないものを、実は地域に暮らしてる人達は見落としてしまっ

ている。あまりにも、身近だから見落としてしまっているというところも、ひょっとしたら

あるかもしれないですね。その辺は、どういうものをこうやって、ツーリズムを振興させよ

うと思ってる人達が、どういうものを相手にというか、対象にしながら、「うちの地域に来

てくださいね。」というふうにやろうとしてるのかと、もうちょっとわかってくるというこ

とですね。こちらも、「いや、そこは大事なとこじゃないですか。」みたいな話をすることが

できるようになってくるのかなと思いますが。 

はい、ありがとうございます。他はよろしいですか。 

○工藤部会員 すみません。私はすごい田舎、北海道の田舎で生まれて、18 までそこで育っ

たんですけれど、札幌に出てきて、たまにテレビなんかで、自分が住んでた町が映ると美し

く撮ってくださってて、こんな良い景色のところだったんだというのを思い知らされること

が、結構あるんですよね。今、この写真を拝見しても、当時は、何てことのない畑だったも

のが、とても美しく撮っていただいてる写真だなというような気もするんですけれども。 

本当に、今、ちょっと漠然の思いつきなんですが、例えば、振興局単位とか、道庁単位、

何が良いかがちょっとわかんないんですけれども、それぞれ暮らしている人達が写真を、ど

こかにそれぞれ送って載せてもらえるような仕組みがあると。ここは、何々町、何々町とか

何振興局とかって分かる分類があると、ここの町がこんなの出してるけれど、うちの町もっ

といい景色撮れる場所あるのではないかと。例えば、漁船で網を引いてるような風景も、載

ってると、そういうのを求めてくる旅行者とかが、その町、その町を目掛けてくるとか、な

んかそういうシステムと言いますか、ある意味、市町村が競い合って、自分の良いところを

アップして、１カ所をクリックするとそこに入っていけて、いろんな町が見れて、そこに住
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んでいる人達からも情報発信できるようなシステムがあると、写真の著作権とかあまり気に

せずに載せられるようなシステムが、そのうちできていくとちょっと良いかなと。漠然とで

すけれども。 

〇小篠部会長 何かあれですね、道でやってるインスタみたいなやつですね。観光情報発信

とかで、そういうものって集めて、写真として集めてますよね。 

〇後藤主査 はい、やっていると思います。振興局の方で、そういう取組をやっています。

そこそこの振興局によっても、やはり情報発信の取組の方法ですね。今のお話で、今、現状

でできそうなことで言うと、やはりそのデータ容量がすごく大きくなり負荷がかかるため、

ちょっと、厳しい状況です。現在、実施している景観カレンダーについて、先程お話をした

のですが、つい最近までの傾向が、景観行政団体の市町村から写真の提供を受けてやってい

ましたが、ここ半年ぐらい前から手法を変え、景観行政団体以外の市町村のＰＲ機会を作ろ

うと考え、景観行政団体意外の市町村に声掛けし、12 月は上ノ国、今年が別海町の写真と、

幅広くＰＲしていく取組をしています。今後、それを使ってですね、何かできないかなと検

討していきたいと思ってるところです。このカレンダーにつきまして、北海道から移住した

海外の方が見ており、今のパソコンの画素数にあった、もっといい画素数にして欲しいとい

うような提案を受け、対応したことがあります。インターネット上にあると言うことは、誰

でも見れて、幅広く周知ができるというのが、良いところと思ってます。 

このことからも、いろいろ工夫していきたいと思いますので、ご提案を生かせられるよう

に努力はしていきたいと思います。 

○小篠部会長 はい、ありがとうございます。他にはよろしいですか。情報発信の話は、最

後に出てきますので、そこでも、またいろいろ議論してみたいと思います。次の項目に行き

ましょうかね。 

○後藤主査 続きまして、「③ 海岸保全施設の新工法検討協議会」。こちらは、建設部河川

砂防課での事業で協議会ですが、昨年、今年度の当初に情報収集してた時と、状況が変わっ

てきており、もともとこの協議会は費用対策で、コンクリートのコストが高い波返し擁壁に

いてで、高波が来たときに民地の方の影響をなくすためのものなのですが、予算が少ないが、

機能を維持しながら、事業の進捗を伸ばしたいということで検討するための協議会で、職員

等の構成だったのですが、現在、担当部局で協議会を見直す検討してるということで、方向

性が少し変わってくる可能性はあるため、それの動向を見ながらの調整していく状況になっ

ております。 

関連してですが、今年３月、会議を計画しているとのことで、その会議において景観に関

する講話を依頼する予定とお話がありました。急遽、出てきた話なので、具体的にどういっ

た形で、会議が行われるかとか状況が見えていないことから、これからその内容についても、
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検討していくことになります。これについては、どちらかと言うと技術的な部分であり、対

応が少し厳しい部分もあります。国の寒地土木研究所、景観のチームの方に打合せをしてい

る経過もありますので、今後、どうするか、相談も兼ねながら調整を図っていきたいと考え

ています。このような形で、現在、進めているところです。 

〇小篠部会長 これも、まだ３月に会議を持たれるだろうということで、そこでどういう話

はできるかというところで、まだ現在進行形というところですね。ただ、事業概要に書いて

あるように、景観形成に関しては、非常に興味持っていらっしゃると言うところなので、何

らかの形で連携していきたいというふうに、今考えてるところだというところですが、今日

どうのこうのという話ではないかなと思いますね。この項目については。オファーが来て、

それで実際に出てみて、少しお話をした中で、先程みたいに参加してる方々と少し関係を持

ったりなんかしながらですね。向こうのニーズをキャッチしていくというようなスタイルが、

よろしいんじゃないかなと思いますが、そんなところでよろしいですかね。 

はい。そしたら次に行きましょう。 

〇後藤主査 続きまして、「全道都市公園主管部課長会議」です。こちらは、建設部都市環

境課が行っている事業の会議です。こちらの方の会議につきましては、市町村と振興局の職

員を集めた会議があり、内容としましては、公園事業に関する情報提供ということで、北海

道開発局の職員の方が、都市公園に関する最近の動向等、法律の一部改正関係、制度的な話、

ガーデンツーリズムなどの情報提供を行っています。あと、その都市公園の管理について、

都市環境課の職員で行っており、管理と事業の実施方法、あと予算等について、都市環境課

の職員が、市町村等の職員に向けて情報提供等を行っています。 

この会議ですが、市町村の参加されている方々が、都市計画にて開催している主管部課長

会議の出席者と、ほぼ半分ぐらいが同じ市町村の部署で被っている状況になっており、同じ

ような情報提供しても、仕方がない話になってしまうことから、何か他に連携できることが

ないかと検討していきたいと考えているところです。 

連携について、ご提案等があればご意見をいただきたいと思っております。 

〇小篠部会長 これについては、いかがでしょうかね。愛甲先生何か関係したりしてますか。

造園学会とか、その辺で何か、協力したりとかしてますか。 

〇愛甲部会員 大分、前ですが、話題提供させられた記憶があります。かなり、昔ですが。 

〇小篠部会長 今、都市計画と都市公園で似たようなことやっているという、そういうこと

ですね。 

〇後藤主査 それぞれ会議を持っており、都市計画の会議は、毎年５月に開催し、市町村と

集めて行ってるのですが、その会議で、「景観」についてご報告をしているところです。都

市環境課では、公園事業について会議を開催しており、先ほどの情報提供をしています。 
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このため、今、検討しているのは、後ほどご報告する情報発信にて、都市公園というのを

景観の視点でＰＲして行こうと検討しているところです。 

〇小篠部会長 両方で上手く連携しながら、情報を流していくということです。 

〇後藤主査 景観からの視点で見た都市公園の良さをＰＲし、同じように都市公園も情報発

信していますので、景観と合わせた形での情報発信、連携した発信の方が、相乗効果が出て

良いのではないかなと。 

双方からＰＲすることで、もっとその都市公園の良さが広まるんではないかなと考えてい

るところです。 

〇小篠部会長 それでは情報発信のところで、もう 1回その話を取り上げていきましょうか

ね。よろしいですかね。そしたら、次の⑤番にいきましょう。 

〇後藤主査 続きまして、「⑤ 北の住まいるタウン」。検討協議会・地域協議会・まちづく

りセミナー、こちらは、当課の事業であります。こちらにつきましても、事業の実施状況、

内容等を記載をしているのですが、今年度につきましては、前回の審議会でもご報告いたし

ましたが、「防災」の観点で、今年度の事業を進めている状況であり、景観の入る余地が厳

しい状況になっております。今後も、防災の視点で事業継続していくかどうかも、動向見な

がらになるとのことなので調整をしながら、進めていこうと考えているところであります。 

〇小篠部会長 はい。内容とかを見ると、本当に景観に非常に絡むような内容のテーマで、

講師がお話されたりとかする部分もあったりするのですね。景観審議会でも、なかなか取り

上げ辛い状況の話として、例えば公共施設の再編というふうな話になった時の、いわゆる公

共施設自体の景観に対しての配慮というのを、どうするのかみたいな話というのは、本当は、

実は建築分野なので、すごく大問題なのですが、例えば、そういう話にも繋げられるような

ところの題材というのが、実はここにあったりもするのです。ただ、まだ来年度どういうテ

ーマでやって行こうかというところが出てきてないので、こちら側からも、ちょっと踏み込

んでいいけない状況に、今のところはあるというような報告だと思いますけれど、ここに書

かれてるようなテーマというのは結構、どこの市町村でも結構問題になるテーマなので、こ

ういうことは、多分１回で終わらないと思いますから、その辺も含めて、少し注視しておく

というところかなと思っておりますが、どうでしょうか。 

 他の北海道以外のところから、立地適正化計画進んでいるところの市町村だと思いますけ

れども、来てもらってその話をしてもらったりとかというのも、やってたりしますのでね。

この辺の話は大きな話ですよね。これ、ウォーカブルの話とか、そういうのですよね。武石

さん、見附市ですか。新潟県ですけれど。 

よろしいでしょうか。はい。そうしたら、次の⑥に行きます。 

〇後藤主査 続きまして、「⑥ 北海道空き家等対策連絡会議」。こちらは、年２回開催して
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おりまして、昨年の７月 24 日、次は２月の予定ということで確認しております。昨年の７

月 24 日につきましては、既に開催済ということで、この会議には私も参加しています。実

際、空き家につきましては、空き家があると街並み等で景観を阻害するというような、そう

いう視点にはなるのですが、そういうものをなくしていきたいという部分は、共通の課題事

項かと考えておりまして、会議等で何かできないか、もしくは講師等でというような検討も

したのですが、２月の開催につきましては、別途講師を準備されているということなので、

先程の農村ツーリズムではないのですが、情報提供という枠をいただいて、景観の視点での

空き家対策について、何か報告したいと考えているところであり、私が情報提供という形で

実施したいと考えてます。 

〇小篠部会長 これも、先程の農村ツーリズムと同じように、そこで、後藤さん出ていただ

いて、話をちょっとした後に、３ヶ所の人達からいろいろニーズが聞けたりすると、単純な

空き家対策という、空き家をどう減らせばいいかという話だけではなくて、やはり景観の問

題についても、気になってるみたいな話が出てくれば、そこでかなり連携ができるんじゃな

いかなと、勝手にシナリオを想定してます。 

よろしいでしょうかね。はい。そうしたら、会議の最後になりますけれども、７番目です

ね。お願いします。 

〇後藤主査 「⑦ 道民カレッジ連携講座」。こちらは、教育庁の事業となっております。

こちらのカレッジに登録して、無償で講座を一コマ設けて、講義するような形にはなるとい

うことで、それについて、どういう形でできるか、委員で対応するのか、職員で対応するの

か、もしくは景観整備機構に依頼するのか、そして、どのような講座ができるかどうかなど

を検討はしてるところでありますが、かなりハードルが高くて、厳しいと考えているところ

ですですが、全く、完全にできないとするのではなくて、そういうような情報を発信してい

く場もあるということで、そのまま保留しながらタイミングを見て、できるのであれば進め

て行ければと考えております。現状は、そのような状況でございます。 

〇小篠部会長 これをやりだすと、大変なことになるのですよね。人の問題から、プログラ

ムの問題から全部作って、そこで講座を持ってやるという状況になっていくので、それもそ

れで、景観についての情報周知だとかですね。そういうことに対して、感想を持ってくれる

人達を増やしていくということの１つの方法論であることは、間違いはないんですけれども、

そこでやっていくのがいいのか、どうかということになると、まだまだ、いろいろ他の部署

のところを、同時並行的に当たってますので、そっちのところを少し潰していってもいいの

かなというところも感じているというところが、事務局の本音なのではないかというふうに

は思うのです。ですから、可能性を抹消するのではないのだけれども、ちょっと関係を続け

ながら、どっかで、何か向こうがこんなのできませんのというふうに言ってくれたら、当然
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のことながら、そこをちょっと協力する。そんなような、流れでやったらどうかというとこ

ろだと思います。これについてはいかがでしょうか。 

〇愛甲部会員 すみません、私まだ、多分、全体を理解してないので、そもそもの話に戻っ

ていいですか。 

〇後藤主査 はい。 

〇愛甲部会員 この基準があって、連携の分類があって、連携対象事業を、ピックアップし

たのは、こちら側から調べたことになるのですか。 

〇後藤主査 こちらから、連携した施策の担当部署に、施策に関連する事業の経過と連携で

きそうな内容について、情報のフィードバックしていただいています。 

〇愛甲部会員 その時の道民カレッジ連携講座が、教育庁の方で挙げていただいた意図は、

何か、景観に関する情報提供の機会として使っていただけるのではないかと、そういう意図

だったのでしょうか。 

〇後藤主査 そうです。 

〇愛甲部会員 だから、今みたいな話なんですね。私は、逆に、ふと思ったのは、道民カレ

ッジは結構いろいろな講座をやっていますよね。こいうものも、道民カレッジなんだみたい

なのも結構あったりして、大学の方でも確か、一般向けの公開講座が、道民カレッジの指定

になっていたりするようなところもあったりして、今、例えば今年度の道民カレッジで行わ

れたプログラムの中に、景観に関する取り組み、多少なりとも擦っているというか、何か関

係があるような講座みたいなものが、実はあったりするのではないかと、ふと思ったりもし

たのです。だから、どういう連携が図れるか、ちょっとわからないのですが、ちょっとそう

いうことも思ったのです。逆向きもあるのかなと、ふと思ったので。 

〇後藤主査 イメージとしては、「景観学習」です。これは、つくってから 10 年以上が経っ

てそのままです。景観学習は、小学校とかで、生徒たちに景観の学習するための教材的です。

無料であり、ネットからダウンロードして使用できるのですが、そこに注目したみたいなの

です。そういう景観学習的な形で実施できなかと。実際のところ、つくってから時間も経過

もしていますし、その情報の発信の仕方が適してるのかどうか、そういう講座を持つのがい

いのかどうかというのも含めて、検証は必要になるかと考えているところです。 

ただ、後ほど、パネル等の情報発信でご説明しますが、そこで連携が組めないかなと検討

しております。 

〇小篠部会長 よろしいですかね。そうしましたら、まず大きな項目の「会議・セミナー等」

ということにおける施策についての進捗状況、連携の進捗状況というのを、一旦、終了しま

して、次は「（２） 道職員向けの研修会等」というところに移りたいと思います。その次

のページ、見ていただければ出てきます。ご説明をお願いします。 
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〇後藤主査 こちらは、１つにまとめています。農村ツーリズムの研修と、各種研修会及び

セミナーということで、農政部と水産林務部のですね。事業等の研修等なのですが、まだ実

施されていないものもあり、今年度は資料収集のみ行っていこうと考えております。どれも

公共事業系の研修となりますので、そういう視点で、公共事業と景観という位置付けにしな

がら、共通とした資料を作成し、景観のＰＲをしてこうと考えてますので、資料収集に力を

入れています。いろんな事業に対して使い分けするような形で、１つの資料をベースに作成

し、研修等に入っていけるような体制づくりをしていきたいと考えているところです。 

〇小篠部会長 はい。２つをまとめるというところが、結構大事なところと思って、いわゆ

る農政部と水産林務部って所轄が違っていますけれど、景観という切り口でいうと、非常に

関係が深い。それを１つのものとして捉えて、「景観」というテーマの研修で情報発信がで

きないか。あるいは、セミナーみたいなものを１つ、持つことができないかというような、

そのような位置付けで見ていこうということですね。ただ、中身、どんなことやっているか

というところの話を、もう少し収集していかないと見えてこないところがあるので、今、資

料収集ステージというところでやってるというところでございます。 

引き続きやっていただいて、令和２年度に具体的にどのようなことができるんだろうか、

というものの調整に入っていただくということですね。 

〇後藤主査 できましたら、事前に皆様からご意見いただきながらベースを作成し、それを

もとに各事業にあった資料にするのかどうかもご意見いただきながら、まとめていきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇小篠部会長 はい。ということでございますが、何かこれについてご意見等があれば、今

の段階で。よろしいですかね。また、後で気がついたということで戻っていただいても一向

に構いません。 

 そうしましたら、先程来、少しずつ話は出ているのですが、まさにこの情報発信をどうす

るかという、少し具体的な手法といいますか、やり方も含めた話になってくるかと思います

が、そこに話を移させていただきたいと思います。では、道のホームページ等による情報発

信の説明をお願いします。 

〇後藤主査 情報発信、「① 道のホームページ等による情報発信」は、資料５も参照して

いただきながら、お話を進めていきたいと思います。 

 こちらの連携する事業につきましては、先ほどご説明した海岸漂着物等、文化振興、農村

ツーリズム、都市公園、空き家対策の５つの事業なのですが、それを一括して情報発信をし

ていきたいと考えているところです。それぞれの事業の概要につきましては、「事業概要」

のところに記載していますが、この部分と景観等を含めて、情報発信ができないかというこ

とを、次の連携内容のところに記載しています。 
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先ず考えていますのが、ホームページ上にて、それぞれの事業と景観との連携を、一般の

方が見たときに、「こういうことやってるんだ」、「こういうことができるんだ」というよう

なイメージが湧くチラシを作りたいと考えております。 

イメージの形としては、まず道民とか事業者とか来訪者とか、そういった方々が求めるよ

うなキャッチフレーズ、それに対して関連する担当事業のところの取組、景観からの視点で

どういった部分で連携できるか、それが合わさることにより、こういう効果が生まれるので

はないかとフロー的な形で、各事業毎に作っていこうと考えております。 

それを、今は５つの事業ですが、追加で増えていけば、その項目をどんどん増やしていく

ような形で、チラシが２ページ、３ページとなっていくという可能性はあるのですが、現在

のところ１枚に収まるような形で見せられるように、チラシを作りたいと考えてます。 

各事業のキャッチフレーズと考えている部分が、こちらの資料５です。こちらの表を見て

いただくと、左から２番目の項目です。それぞれの事業に対しては、例えば上の項目であれ

ば海岸の部分であれば「海を綺麗にしたい。」、文化振興の部分では「北海道の文化や歴史を

知りたい。」、農村ツーリズムであれば「地域の農林漁業を体験してみたい。」、空き家では「住

み心地の良い町に住んでみたい。」、あと「公園に行ってみたい」などのキャッチフレーズか

ら、実際関係する事業にて「こういうことをやってますよ。」、「こういう取り組みしてます

よと。」。景観からは、例えば、歴史的な文化財とかそういったものが、「重要な資源であり

ますよ。」とか、「農山漁村の景観が大事ですよ。」というような感じです。そういった部分

で、景観の視点ではＰＲなどの取組を行うことで、景観の意識を高めていくことができるし、

各事業の方では、さらなる事業の推進に貢献できるような相乗効果が出てくるような形です。 

それは、事業単位になのですが、そのような形でお見せするようなチラシを検討している

ところです。 

ご参考までに、パワー・ポイントでは字が小さいものですから、こちらの２枚目の方に、

大きくしたものを１枚付けてあります。このようなイメージです。海岸の漂着物のイメージ

を、例として記載してありますが、このような形でチラシを作っていこうと考えています。 

他の事業のホームページで掲載されているものを、参考資料として添付しています。 

最終的には、このチラシを事務局で作成し、都市計画課のホームページがベースになりな

がら、関係部署のホームページからアクセスできるような形にしたいと考えております。 

一般の方からの検索等で、キャッチフレーズの言葉で検索した際に、都市計画課がヒット

するのか、若しくは担当事業の部署がヒットして、双方の事業の繋がりが見せられるように、

ホームページで構成したいと考えているところです。 

この場でいただいた意見をもとに検討し、そのあと関係部局との調整して、構築していき

たいので、まだ時間を要しますが、そのような形で取り組んでいきたいと考えていますので、
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よろしくお願いいたします。 

〇小篠部会長 はい。これは、具体的な方法論なのですね。かなり具体的な話なのですが、

こういうわかりやすいキャッチフレーズみたいなものを作っておいて、そこから施策に入っ

ていけるような、そういう構成にしましょう。それに対しても、それぞれ１つ１つ、景観の

話がぶら下がっていて、そこから景観の話も飛べるようにしましょうという構成になる。そ

ういう構成の大きなページを作ろうということですよね。チラシも作るのですが、ホームペ

ージ上でも、そういったものを作るという話ですね。これについては、いかがでしょうか。 

〇後藤主査 すみません。できれば、事務局で検討したキャッチフレーズで、「海を綺麗に

したい。」を載せてはいるのですが、他にいろいろな要素となる言葉を、どんどん盛り込ん

でいければなと考えています。その中から、相手の担当部局と打合せをして、絞るのか増や

すのかを精査しながらになりますが、そういった部分でご意見等をいただきたいと考えてい

るところです。 

〇檜澤部会員 そうしますと、これから個々の担当部局と詰めていくという段階かと思うの

ですが、資料５の表でいくと、１番右の列ですけれども、それぞれの部局の持っている事業

があると思うのですが、それらの事業の目的自体も、やっぱり我々がきちんと理解した上で、

調整していった方が手戻りが少ないというふうに思いました。 

最初のパワー・ポイントの資料で見ると、空き家対策などですね、住まいるタウンという

のが、そもそもどういう目的なのかなというのが、もう少し知りたいな、という気がしたも

のですから。今後の段階だと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

〇後藤主査 イメージの部分なのですが、リンク先の相手方の事業のページが参考までに、

この後ろに添付しています。実際、キャッチフレーズから入って、一般の方が見たときに、

「それって、どういうことをやってるんだろう。」という検索したときに、引っかかるよう

な言葉があるといいかというのをイメージしていたところですね。そのキャッチフレーズと

いうのが、道民の方々のニーズというか、どういう見方をしているのかというのがすごく気

になるところであって、道のホームページを作っても堅い言葉とか、専門的な言葉が多いの

で、わかりやすい言葉をキャッチフレーズにしたいと考えております。そういった部分の要

素になる言葉を集約して、その言葉でヒットすることで、一般から入りやすくなるのではな

いのかというのをイメージしていたところです。 

〇小篠部会長 この後ろに付いてるホームページというのは、ほとんどその行政の仕事をや

ってる人か、研究者か何かそういう人じゃないと見ないよねというページが多くて、文化振

興課のところでは、いろいろバナーがついていたり、ビジュアルな写真が載ってますから、

ここは見る人いるかもしれないけれども、他のところのページは中々見ないだろうなと思わ

れるので、それをその景観という１つのキーワードで、見せるトップページということです
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ね。そこから、興味のあるところに入っていくというような、そういう仕立てにしたらば、

一般の人も、あるいは行政やっている人も、なんか景観というキーワードで、今、自分が、

自分の市町村が、取り組まなきゃいけない施策というのがあるんだね、関係してるんだね、

ということを理解してもらえやすくなるのかなと。 

それは、かなり私達の目論見には、フィットしてるかもしれないと。うまく作ればですね。

そういうところになってるかなというふうには思っているわけなのです。そういうふうにし

て、事務局の方から提案いただきましたがどうでしょう。 

〇村田部会員 「景観」って、最もインスタとか相性が良いと思うのですが、若い人なんて、

ほとんどホームページとか見てなくて、フェイスブックすらやってなくて、ほとんどインス

タでやってるので、例えばプラットフォームとして全部載ってるホームページが、当然必要

と思いますが、なんかどんどん伝播していくとか伝えていくために、例えば、海を綺麗にし

たいというのを使うとすれば、インスタで綺麗な海の写真があるけれども、その次に見てい

ったら、あれだけが汚いところがあって、それに対して、いろんな人がこういう活動をやっ

てますみたいな写真と簡単な言葉で伝えていけば、伝えていきやすいかなと思いますので、

リンク先としてこういうところに行ってとか。 

メインの情報が、全部溜まってるところは必要なのですが、そこに人が見に行かなかった

ら、あんまり意味がないと思うのです。興味を持って、どんどん伝わっていくインスタグラ

ムとか、そういったツールを使うと良いかなと思ってます。 

〇小篠部会長 先ほどの、写真のストックの話と似てるのですが、ホームページにリンクを

貼れれば良いんですよね。インスタのリンクを貼って、そっちから来ちゃう人が、ここへ来

て出会うようになって、行っても良いし、戻ってきても良いしというような設定でいくと面

白いなと思います。 

〇後藤主査 景観がベースとなり、他の部署の事業とホームページ上でリンクさせていただ

いて、情報発信していく方法を考えていたのですが、やはりインスタとかのツールを使用す

るのに調整等が必要です。そういう仕組みを取り入れた情報発信の方法や、それが可能なの

かどうかなども含めて、勉強していこうと思います。 

行政側の方の視点ではなく、一般の方々の視点で、どういう切り口が良いのかをすごく大

事にしてきたいと考えているのですが、インスタをフルに使う方向で、写真をどんどん使え

るような環境づくりができれば、ステップアップしながらでも、やっていければと思います。 

現在の形が、このチラシぐらいのベースのものでしかないので、実際相手方との調整しが

ら、どこまでできるのかというのもあるのですが、１つずつステップアップしながら、皆さ

んのご意見を反映しながら進めていきます。特に、デザイン的な部分では、デザイン系の渡

部委員にもご相談をしているところです。できるだけ、皆様のご意見をいただきたいく、も
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うちょっとこういうふうに見せた方がいいのではないかとか、写真から入ってくる手法がい

いのか。そういうのも貴重な意見と思っております。 

〇小篠部会長 いかがでしょうかね。 

〇工藤部会員 すみません。私は、スマホを使わないのでわからないのですが、作ったポス

ターに読み込む四角いマークがありますよね。 

〇小篠部会長 ＱＲコード。 

〇工藤部会員 はい。ああいうのを付けて、そこから道のホームページに入る。ダイレクト

に。ポスターやチラシにそれがあると、若い人でも誰でも、とりあえずここ読み込んでみた

り、皆がしてるのではないでしょうか。付いてると、ホームページに入る１つのきっかけに

はなるのではないかという気はします。 

いきなり、インターネットで北海道のホームページで検索して入ってくる人は、本当に仕

事とか、必要に駆られている人だと思うので、せっかくポスターとかパネルを作るのであれ

ば、１回の動作で入ってこれるような、何かがあると良いかと思います。 

〇後藤主査 ちなみに、前回のビジョンの策定した時のチラシです。これは、会長からご意

見いただきまして、ＱＲコードをつけた経過があります。是非、次のチラシでも取り入れた

いと思います。 

〇工藤部会員 それぞれダイレクトで必要なページに、パネル毎に貼れると良いですよね。 

〇後藤主査 はい。 

〇工藤部会員 入っていく、入っていくという作業じゃなくて。 

〇後藤主査 即入れるようなイメージですよね。 

〇工藤部会員 はい。 

〇小篠部会長 他にはいかがですか。 

〇長谷山部会員 具体的になってきたので、話がしやすくなっていく一方で、わからなくな

ったと思うのも一方であって、今日の会議は、「景観行政と関連施策との連携に関する特別

部会」で、関連施策というのは私の認識からすると、北海道で行っている関連施策との連携

ですというところの認識はしているのですが、１つ目はいいですよね。 

そこで考えていくと、道庁さんでやられてる事業というのが、ずっとこういう話があって、

そこをどうやってどう連携するかという話をずっとしてきたと思うのです。今回、この状態

になって、「連携の効果」というところの「景観」で「景観への意識を高める」というとこ

ろがあって、これがきっと今のインスタであるだとか、ＱＲコードみたいな話になってくる

と、道民に対して「景観への意識を高める」ということなのかなというふうに認識はするの

ですが、一方では、各関連施策をされている事業体の方達の「景観への意識を高める」とい

うところだとか、そういうことも重要なのかなと思ったりしましたし、もしかして、それは
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市町だとか、そういう方達との関係もあるかもしれない。それは、都市公園のところだけ聞

り取ってみると、都市公園のことの話で「景観への意識を高める」とは何なのかと考えたと

きに、一般の方に対して「景観のこと考えながら使えよ。」ということなのかなと思ったり

もするのですが、何を対象として、どういう対象になるかなと思ったりもしたのです。そう

いう意味では、チラシなり、パネルなり、ホームページ作るにしても、きっと「対象者が一

体誰なのか。」というところをはっきりさせて、そこをターゲットに何を伝えるかというこ

とが重要と思いました。 

きっと、海を綺麗にしたいだとかということでいけば、道民向けというところになるかも

しれないのですが、でもそうじゃないものが、もしかしたら担当部局向けになるかも、担当

部局で作る必要があるかどうかわかのですが、それとも市町村向けなのか、なんかそういう

ことになるのかなというのが感想として思いました。以上です。 

〇後藤主査 言葉として「景観の意識を高める」というのは、ビジョンでいう「気づきを促

す」なのです。「高める」という形で書いているのですが、景観の視点から入ると、相手方

の事業はこういう事業があり、こういうことできて、相手方の事業の推進を図れる。逆に相

手方の事業からの方から見た時に、「景観ってこういう見方があるんだな。」というような気

づきを促す。お互いにの効果を求めることができないかというのを考えたところなのです。 

公園については、先程の会議の話もあったのですが、後ほどのパネルも含めての話ですが、

景観として、都市公園を景観として見たときの写真は、特にパネル展の写真は、すごい綺麗

な写真なのです。都市環境課の方で、北大から提供していただいてる写真等も、パネルの写

真と見たのですが、すごく綺麗な写真です。そうのような見せ方をしているのであれば、景

観の視点として、こういうようなすごく良い景観の都市公園があるというような、情報発信

をしてあげれることが可能ではないかと考えていたところです。やはり、都市公園も景観が

良いところだと人を呼び寄せる１つの手法となり、公園の賑わいができるのではないかと考

えたところです。 

〇長谷山委員 はい。よくわかります。そういう意味では、きっと関連施策との連携なもの

ですから、それぞれがやろうとしている部署のターゲットが、誰でどうなればいいかという

ところを、先ずはリサーチしておいて、それと景観の方での意識を高める先が何かというと

ころが、しっかりすることで先ほどの話ではないですが、キャッチフレーズとかの話になる

ような気がするので、情報デザインとしても、誰がどうなればいいかみたいなことが、しっ

かり関係部署から聞き取るということは、非常に重要かと思います。以上です。 

〇小篠部会長 そこの辺の話は、これ多分ですね、その次の話と含めて説明した上で、もう

１回、議論した方が良いかもしれないかと。単純に、情報発信の手法だけをどうするかとい

うことではなく、誰に対してというのは、当然、行政の人に対してと一般市民に対してとい
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うので、全然違ってきますよね。当たり前ですが、結局、何を起こさせたいかという話なん

です。なかなか進んでいませんが、景観行政団体になっていただくような市町村を増やして、

そこで、彼らが実施する事業をベースにしながら、結果的に良い景観になっていくという１

つの大きな、審議会が背負っている大きなテーマがありますよね。そこへ持ってくための、

すごいファンダメンタルな状態のところを、今、一生懸命どうする、ああする、とやってい

るわけです。でも、それがなくて以前はアドバルーンだけ上げて、そういうことやらなけれ

ば駄目だよというふうに審議会が言って、ビジョンだけ作ってたのですが、それだと誰もつ

いてこないです。結局というとこで、今、話が来ているわけです。長谷山委員が言ってるよ

うな話というのを、どういうふうに掛かり結びつけていくかというような話は、ホームペー

ジの作り込み方とか、チラシの作り込み方でもいえるし、二の矢、三の矢を継ぐような形で

の、道民カレッジの連携講座の話だとか、いわゆる、その他と言ってる電柱化の事業が出て

くるのですが、事業ベースで考えて、例えば景観行政団体に、こういう事業をもう少し推奨

するような形で支援するとかというような話も出てくるだろうし、なんか少し先走って言っ

ちゃってますけれども、そういう話もあるかなというふうに思ってますので、資料があるの

で、説明だけ１回パッとして、また今の議論に戻りませんか。 

〇後藤主査 はい。この道のホームページ等の中に、パネルも含めているのですが、資料５

の都市公園の「（３）パネルの作成」ですが、パネルを作成して、相手方の方の公園事業の

パネル展で、景観の視点で作成したパネルを１枚、若しくは２枚を展示してもらおうと検討

しています。それにより、景観の視点というのを盛り込んでいきたいと考えております。 

次の「② 道民カレッジ連携講座」ですが、資料５の１番下の「パネルの貸出・作成検討」

です。こちらは、教育庁で「地域生涯学習活動実践交流セミナー」が、２月 13 日から 14 日

に実施される予定であり、こちらもパネル展示等を行っているということです。 

今回の連携としまして、景観の日パネル展でも出している「景観学習」に関するパネルを

展示していただくような形で、連携を図っていきたいと考えています。今回、景観学習のパ

ネルを使うのですが、先ほどお話したとおり「景観学習」は、小学校とかで「景観とはどう

いうものか。」というのを学習するためのパネルなのですが、そういったパネルを使うのが

いいのか、若しくは景観とはこういうような視点というような、もう少しわかりやすい視点

のパネルを作るべきかを、今回のセミナーの内容を確認して、今後、検討していきたいと考

えているところです。 

こちらで、「情報発信等」は終わりまして、併せて「（４）その他」についてご説明します。

無電柱化事業では、今年度、建設部道路課で実施した事業なのですが、倶知安町で行われた

事業です。こちらは、今年、単年度で事業が完結しており、次年度以降の事業継続がないこ

とを確認しております。前回の審議会にて、ご意見等いただいており、次年度以降について
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も、無電柱化事業に関する情報の収集に努めていきたいと考えているところです。 

〇小篠部会長 様々な手法によって、景観というものの施策を浸透させていくようなことを

考えていかなければならない。それを、今、動いてる事業の中で位置付けていきたいという

ところがあるのですが、先程、ちょっと議論しかけて止めてしまったのは、単純に、そのホ

ームページでどうのこうのということではなく、単年度の事業で終わってしまったという話

なんだけれども、やっぱり景観行政を推進するということ、市町村でですね。どれだけの地

域にメリットがあるのかということをやっぱり伝えていくというのが、すごく大事な話で、

それがないから、皆やりたがらないという。平たく言うと、そういうことに今なってるとい

う状況なわけです。 

一方で、市民の人達の意識を高めようかという話は、さっきこのチラシを作るというとこ

ろでいけるかもしれないのですが、行政をやっている人達の意識というのは、どうやって高

められるんだろうかという課題が、もう１つ残る。ここで、いろいろ書かれて、今日、ピッ

クアップして、前回からそうですがピックアップしていただいてるのは、全部道の施策です

から、これをやるのは道というよりも、道がやっている研修のところは、道がやるんでしょ

うけれど、本当はその事業みたいなものが、もう少しあって、それは別に景観という冠がつ

いてない事業でもよろしいわけなのです。各担当部局が持っている事業を推進していただけ

れば、市町村がそれは景観に関わることをやっていることになり、彼らが理解すれば、その

事業の名目でやるのでしょう。例えば、こういう街路整備をやったことによって、こんな沿

道景観が綺麗になったという主張するのは、それは市町村の勝手と言えるわけなので、そう

いう形で彼らが税金を使いながら、景観を整備していくというようなことに向いてくれれば、

結果的には良いわけですね。今より、一歩も二歩もも前進するということになります。 

そこなんです。最終的な目的は。そこに今のところ、今１番ハードルが高くて、なかなか

ストレートに言えないのですが、その苦労しながら、「そこに１回かけてみよう。」というよ

うな形も含めて進めたりとか、「施策の連携があるんじゃないだろうか。」と調べてみたりと

か、そういうことをやったりとかしながらなのです。これについて、残り時間で、皆様方か

らご意見いただけると、さらに良いかなと思っているので、是非、ご意見いただければと思

うのです。１番難しいところだと思います。 

〇長谷山部会員 できるかできないか別ですけれども、北海道さんは、「景観賞」をやって

いるのですか。 

〇後藤主査 やっていないです。 

〇長谷山部会員 実は、函館市では「景観賞」あるのですが、いろいろ悩んでいました。今

回、民間建築の部分はやっているのですが、公共建築と公共公園だとか、若しくは道路だと

か、そういうことに関しても今回入れようと思ったのですが、なかなか今回できなかったの
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です。だから、それは入っていないのです。 

先ほどのお話からすると、農村でも、道路でも、公園でもいいのですが、そういうことを

褒めてあげるということは重要なのかと、実は思ってます。それが、各市町で持っていると

ころもあれば、持っていないところもある、国での関係もあるかもしれないですが、それで

いけば、北海道さんが、行政がやってるものに対して褒めてあげるということを、もし、し

てくれるのであれば、皆で褒めてあげて「こういうふうになれば良いよね。」ということで

なっていくだとか、そんなことが、もしあればなということを、ちょっとアイディアベース

で思ったので。 

〇小篠部会長 ありがとうございます。大事な視点だと思うのです。今、北海道で実施して

いる「赤レンガ建築賞」というのは、その中の評価項目においても当然「景観」というのは、

大きく書かれてないけれどあるのです。当たり前にね。それを、もう少しクローズアップし

てもらうっていうような、例えば、景観を形成するためにどういう努力をしたかみたいなこ

とを、一言、必ず応募用紙に書いていただくみたいなことを入れませんかというふうに、住

宅課の方に相談してみるというような話をするというのはありますね。 

例えば、別に賞を設置しようとすると、すごい大変なことになるかもしれないので、既存

の賞の中に、そういう項目みたいなものを少し入れていただくと、ほとんど施主は行政です

から、こういうこと頑張ると評価されるというようなことがわかってくるというのは、非常

に良い話でありますね。 

〇長谷山部会員 ちょっとプラスでお話させてもらいますと、今回、屋外広告部物は入れた

のです。広告を入れて、賞出しましょうと言ったのですが応募がなかったので、今回はなか

ったのですが、そういうことやっていました。あとは、取組みたいなこともやるのです。そ

の民間活動みたいな取組に関しても、景観に関しても、それを褒めたり、若しくは市町村の

取組だとかも褒めてあげたりとか、そういうこともありかというふうに思いました。 

 その部分が、「赤レンガ建築賞」と言いましたか。 

〇小篠部会長 そうですね。 

〇長谷山部会員 「赤レンガ 何々賞」にしていただいて、いろいろな部門も作っていただ

くことも、もしかしたらありかと思いました。以上です。 

〇小篠部会長 はい、ありがとうございます。他にいかがでしょう。 

〇愛甲部会員 今のと関係してるのですが、賞までいきなり行かなくても、その優良な事例

を、特に北海道が事業として取り組んだ事例の中で、この景観的に非常に良い取組に、結果

的になってますというようなものを、紹介したりするというのは、やった方が良いかと思い

ます。 

それこそ、先ほど無電柱化の事業の話がありましたけれど、前後でどう変わったかみたい
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なことが、例えば、もちろん建設部の方でもそういう写真撮られているでしょうし、ＰＲさ

れるのかもしれないですが、景観の方でも「これはもう非常に評価に値するので。」と言っ

て、都市計画のホームページの方でもご紹介させていただくということも。市町村とか、こ

ういう事業を実施している方にとってもそうですし、道民の方が見ても「こんな変わるんだ。」

というのがあるかと思って。 

それで先程、ホームページの例が出てて、海岸漂着物のを見ていて、なんて無味乾燥なホ

ームページなんだろうと思って見てたのですけれど、これ事業の紹介ページなんで、しょう

がないと思うのですが、見る方も限られるので。特に補助金の交付の要綱とか様式が載って

るホームページでは、しょうがないと思うのです。 

ここに１枚、もし海岸漂着物のない綺麗な海の写真、海岸の写真が載っていたりしたら、

もう全然逆にひょっとしたら、さっきのインスタなんかで、リンクをつけて流したりしたら、

間違って辿ってくる道民とかがいるかもしれません。そういうＰＲもあったりするので、そ

の写真もストックしつつ、そういう良い取組とか、景観的によく繋がってるというようなも

のをＰＲしていく仕組みというのは、もっと工夫の余地がひょっとしたらあるのかと思って

います。 

都市公園については、確かに公園そのものも、景色として素晴らしい公園ができたりもす

るのですけれど、特に北海道で実施する事業の道立公園は、そういう大きな公園が多いので

すが、北海道の基本計画に基づいて、札幌市以外の市町村とかで作られる都市公園は、街中

で整備されたりする例もあり、それと住宅地の街並みの景観に１個入るだけで変えてしまっ

て、街並みの景観が美しくなる事例も結構あると思います。そういうのは、十分に道でも紹

介していく余地はあるのかと思っております。公園の整備する目的の１つにも、都市景観を

美しくするというのもありますので。 

〇後藤主査 都市公園における人の賑わいも１つの景観だと思うのです。お祭りとかの賑わ

いもですが、都市公園で人が溢れて、子供が走り回っている姿と風景で１つの景観かと思い

ます。ただ、人を集められるような情報発信などの繋がりとか、会議等での形よりも、双方

で情報発信をしながら、１人でも多く見ていただく機会があり、そこに訪れてもらえるよう

な環境づくりが必要かと考えております。 

都市公園自体が、緑とか遊具関係とか、そういう設備が整っている環境があるので、景観

という視点よりも、そこに人が来る、そして集まることによって、より良い景観が生まれて

くるのではないかと思います。委員の皆様からいただいたご意見を取り入れながら、うまく

まとめられると良いのですが、ここまでに時間がかなり掛かっています。なかなかイメージ

が固められていないというのが現状です。 

〇小篠部会長 でも、この特別な会議体ができたので、ここに事例を出してもらって、「こ
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れは発信しても、良い事例だよね。」と発信していくようなことを、例えば作業部会的な感

じでやってみるとか、いろいろな側面で「景観としては、頑張っている事例ですね。」とい

う形で情報発信、ホームページに載せるというようなことは、大いにあり得るのではないか

と思います。 

 その時に、ただ姿や形が綺麗だけではなくて、その取組がどうだったのか、例えば、どう

いう形で市民の人達と一緒になって取り組んだことを出せると、「あぁ、そういうやり方を

すると、良い景観ができるんだな。」とそういうことが分かってくる。やはり私達の目線で

のメッセージを発信する場というのが、要ると思います。 

今は、どうしても他とリンクすることを頑張ってもらいたいから、リンクすることを一生

懸命やっていますけれども、向こうの土俵ですから全部。こっちの土俵のところを、やっぱ

り１個作るというのが、必要なのかもしれませんね。 

〇後藤主査 こちらのチラシなのですが、表がビジョンの作成した時、裏面が各庁内連携に

向けた各担当部署にお配りしています。良好な景観を中心にして、地域の活性、商店街の活

性化や観光振興など、いろいろな事業との繋がりがあることを、イメージして作成したもの

で、各庁内の関係部局と繋がりを持っていただけるよう説明はしてきているところです。  

実際の作業として進めていく上で、相手方の事業も生かしながら繋がりを持ちながら、良好

の関係を作っていくことをすごく大事にしていきたいと考えております。今回の情報発信の

方法につきましても、景観が全てを繋ぐハブ型的なイメージとなるのですが、双方の事業を

生かしながらとなると、今回のこういうような効果を表すようなイメージ図となっています。 

〇小篠部会長 必ずしも、そうやって選んでいない 10 事業だけれども、例えば、来年度、

今年度の後半から来年度に向けて、まだこれからいろいろ出たりします。その中で発表され

た事例というのが私たちに１番近いものとしてあります。また、新しく集めてくるというや

り方もあるのですが、それはあれで、この施策の中にある良い集められた事例の中から、「こ

ういうものは、やっぱり景観を形成する動きとして、すごくよろしいんじゃないでしょうか。」

というような形で、ホームページに発信する。例えば、来年度の後半ぐらいでできれば、そ

れはそれでいいのかもしれないというふうに思っております。どうでしょうか。 

何かこれはこういうことを、もう少しやったらどうかというお話があれば、いただければ

と思います。 

〇長谷山委員 先ず、何か連携事業やってみて、自由に作ることです。そうしないと、他の

部局も、良いものなのか、面倒くさいものなのか、ただ時間かかるものなのかがよくわから

ないので、今、部会長が仰ったように、先ずチラシ作りなら、チラシ作りを１つのところで

やってみて、それで 1 回ここで揉まないと、きっとまだよくわからないところがあるので、

先ずは本当に１つ踏み出していただくというところが、一番いいのかなと今日感じました。 
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〇小篠部会長 あとできれば、どこかの景観行政団体とヒアリングしてですね。「こんなの

やってみない。」というような形で、少し動いてもらえるような市町村があればいいかと思

ったりもするのです。 

だから、今の現状として、もちろん、いろんなことをやりたいからと思って、最初、景観

行政団体に移行したけれど、ちょっとやっぱり停滞してるのではないかと思うのです。移行

したから、どんどんやっていくというような勢いでやっているところとは、あんまり感じら

れないかなと。あるいは、これからなろうとして、今一生懸命やっているところありますね。

中標津とかもそうです。 

〇後藤主査 今年は、富良野市です。 

〇小篠部会長 富良野ですか。そういうところに、富良野市がやろうとする事業で、「こう

いうのはどうでしょう。」というふうにやると、こちら側で整理している話と、実際に行わ

れていく事業というのがリンクしていくので、他の市町村からしてみれば、「そういうこと

やっているんだ。」みたいなことが、目に見えてわかります。そういう作戦もあるかと思っ

ております。 

〇後藤主査 今回、こうのような形で、まだ掴み所がない状態のものが多いいですが、先ほ

どご説明したとおり、手探りしながらで、どこで妥協点になるのか、わからない状態で進め

ていく状況です。その中で、今回、農村ツーリズムにて、実際、連携をやってみて反省点も

多かったことなのですが、ニーズに合った形となり、景観からの情報発信等の効果が出てく

ると思っております。そのためにも、皆さんのご意見をいただきながらです。今年に関して

は、このような形でのご説明しかできなくて申し訳ありませんが、今後もご意見をいただき

ながら、形にしていくことが徐々にできればと考えております。よろしくお願いいたします。 

〇小篠部会長 なんか、締めの言葉いただいたみたいな感じになっておりますが、全体を通

して、皆様方から何かご発言あれば、伺っておきたいかなと思います。 

スケジュール感みたいなものを、ちょっとお話していただいた方が良いかと思うのですが、

今後のスケジュール感みたいなものをお願いします。 

〇後藤主査 今後のスケジュールにつきましては、先ほど事業でご報告いたしましたが、３

月まで会議等での対応がありますので、その調整及び実施等も含めて、今年度の整理は３月

ぎりぎりまで掛かります。今年度の実施結果、審議会への報告は、４月又は５月ぐらいにな

るかと思われます。 

新年度の事業につきましても、これから各関係部局に照会をかけ、情報を収集し、確認を

とりながら作業を進めることとなりますので、今年度の作業と合わせて、４月又は５月ぐら

いの予定となっています。当初は、３月に結果報告等を予定していましたので、審議会の委

員の皆様には情報提供しながら、今後の作業を進めていきますので、よろしくお願いします。 
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〇小篠部会長 ありがとうございます。それでは、今日の議事、全体終了させていただいて

よろしいですか。はい、どうもありがとうございました。それでは、マイクの方をお返しし

たいと思います。 

 

３ 閉会 

○中原主幹 長時間にわたり議論いただき、どうもありがとうございました。以上をもちま

して、本日の会議を終了したいと思います。 

本日は、どうもありがとうございました。 


